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2022 年度進捗報告書（資⾦分配団体） 
● 提 出 ⽇ ：2022 年 10 ⽉ 31 ⽇ 
● 事 業 名 ：こども⾷堂サポート機能設置事業  
● 資⾦分配団体 ：⼀般社団法⼈全国⾷⽀援活動協⼒会 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時
期 

現在の指標の達成状況 進捗状
況＊ 

 

１−１．「こども⾷
堂等居場所」を⽀
える企業（ヒト・モ
ノ・カネ等）が集ま
る 
 

企業による⼦ど
も⾷堂の運営や
サポート,寄付な
どの数 
 

単発的な⽀援だけでなく、各サポートセ
ンターに対して継続的にヒト・モノ・カ
ネ等の⽀援関係にある企業が１社以上
ある 
 

2023
年 2 ⽉ 
 

【物の寄付（⾷料など）】（2022 年度上期） 
・那覇…定期⽀援 17 企業団体個⼈。22 年度上半期
126 件 
・北九州…⽀援企業・団体 37 社（フードバンク経
由を含む） 
・⼤阪…⽀援企業 72、個⼈ 4。継続⽀援企業 57 社 
・ふくしま…昨年度実績とほぼ同量を供給。224 団
体に対して 14.54 トン。⽀援企業 12 件 
【資⾦の寄付】 
・那覇…⽬的別寄付（⼦どもの居場所・困窮世帯⽀
援事業）として 2020 年度：約 461 万円、21 年度：
約 145 万円／寄付型⾃動販売機の設置４台、22 年

１ 
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度上半期：309,389 円 
・北九州…寄付件数 22 年度 37 社 53 件約 500 万円
(21 年度 80 件 640 万円)。 
・⼤阪…NPO 等活動⽀援による社会課題解決事業
を活⽤し、クラウドファンディングに挑戦。⾷糧⽀
援の配送体制を強化するための活動費として 200
万円の寄付を集めた。 
・ふくしま…寄付⾦と助成⾦を活⽤し 7 ⽉に「ふく
しまのこども応援助成」を実施、加盟団体を対象に
18 件 2,991,000 円の資⾦助成を実施。 
【⼈的リソース】 
ボランティアマッチングの実績（北九州 23 件、那
覇 15 ⼈） 
福島では、新規開設のこども⾷堂への先輩運営者の
サポート派遣 3 名。9 ⽉から福島県内を浜北・⼆本
松・本宮・福島・県中・会津・県南・いわきにエリ
ア分けを⾏い、各エリアのこども⾷堂の相談役のリ
ーダーを設置。今後エリア毎の会議も開催予定。 
 

１−２．地域に「こ
ど も ⾷ 堂 等 居 場
所」を運営したい

⼦ども⾷堂の開
設に係る相談件
数や開設所数 
 

各サポートセンターにおいて１年⽬と
⽐較して３年⽬の⽅が相談件数や開設
⽀援実績が増えている 
 

2023
年 2 ⽉ 
 

【22 年度相談件数】 
那覇 140 件（寄贈・連携コーディネート 49 件、居
場所・中間⽀援との相談調整＝47 件、⾏政との調
整・意⾒交換＝14 件、視察受け⼊れや県外ネット

２ 
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という⼈（組織・機
関等）が増える 
 

ワークとの調整＝21 件、発表・登壇など＝9 件） 
北九州 22 年度上半期（寄付に関する相談＜団体・
企業・個⼈含む＞13 件、ボランティアに関する相
談 23 件、開設相談 8 件） 
おおさか 29 件（寄付・運営相談・ケアに関する相
談等含む） 
ふくしま 90 件 
 
【21 年度開設⽀援実績】 
那覇新規開設５団体（⽴ち上げ相談は５件ほど：⽷
対応） 
北九州 22 年度 10 団体、（新規開設 7 団体、開設⽀
援 3 団体） 
※市外の 3 団体の相談にも対応している。 
⼤阪開設⽀援２団体 
ふくしま開設講座をいわき市で 3 回実施し、のべ
86 名が参加。北九州では開設を検討している団体
向けにこども⾷堂についてわかりやすく解説する
動画を作成し、相談前に視聴してもらうなどの⼯夫
を始めた。 

１−３．新型コロ
ナウイルス感染拡
⼤収束後もこども

①こども⾷堂等
居場所の活動拠
点が確保され、活

①休⽌していた活動団体のうち、７割以
上のこども⾷堂等居場所が新型コロナ
ウイルス感染拡⼤収束後に無事再開す

2022
年 3 ⽉ 
 

①ふくしま：⾃粛・休⽌中の割合は 2%。通常活動
は 3割程度。昨年度と⽐較すると通常開催ができる
ようになっている。 

１ 
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⾷堂等居場所が安
⼼して活動できる
ようになる 
 

動を再開するこ
とができる 
②地域の理解を
得ることができ
ている。 
③サポートセン
ターとして物資
や資⾦の⽀援を
⾏っている状態
がある 

ることができている。 
②地域との繋がりを作るきっかけとな
り、関係性が改善している好事例があ
る。 
③企業等からの⽀援を受け、コロナ禍中
も無事活動ができ、収束後も安定的に活
動できる状態がある。 
 

おおさか：事後調査にて状況把握予定。 
北九州：４７ヶ所中３７ヶ所（約８割）が再開もし
くは開催。 
那覇： 52か所（休⽌中７か所） 
②⼤阪では、地域との繋がりづくりの促進を⽬的に
区単位のネットワークの会合に参加し情報発信を
⾏っている。また、他事業財源を活⽤し、課題を抱
える⼦どもへの訪問による⾒守り等に取り組むこ
ども⾷堂への相談⽀援を展開している（⼤阪）。⼦
ども⾷堂に関わる⾃治組織を増やすため開設⽀援
を⾏うほか、新規開設の⼦ども⾷堂はすべて学校で
児童へのチラシの配布できるようネットワーク事
務局（北九州市⼦ども家庭局⼦育て⽀援課）がサポ
ートしている。（北九州） 
③⼀企業からの⽀援を受け、JA で物品が購⼊でき
る商品券を市内約 30 ⼦ども⾷堂に⽉ 4〜6 万円の
範囲で分配しており、⼦ども⾷堂の運営の安定化に
つながっている（北九州）。ふくしまこども⾷堂ネ
ットワークでは、寄付⾦と助成⾦を活⽤し 2022 年
7 ⽉に「ふくしまのこども応援助成」を実施し、加
盟団体を対象に 18 件 2,991,000 円の資⾦助成を実
施した（ふくしま）。 
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１−４．こども⾷
堂等居場所が⽣鮮
⾷品を含む常温・
冷蔵・冷凍の多様
な⾷材の寄付を受
けられるようにな
る 
 

⽣鮮⾷品を含む
冷凍・冷蔵品の寄
贈⾷品・ロス⾷品
の利活⽤実績と
して、 
①マッチングの
物量 
②こども⾷堂の
開催頻度や運営
形態の変化 
③提供団体数（受
け渡す側・受け取
る側）の変化 
 

①⽀援地域において、これまで廃棄され
てしまっていた⾷料品を無駄にせず消
費できるようになる 
②こども⾷堂等居場所が受け取る⾷材
が豊富になることで、活動の開催頻度が
増えたり、フードパントリー等新しい⾷
⽀援活動が⽣まれる。 
③提供企業や受け取れるこども⾷堂等
居場所が増えている 
 

2021
年 10
⽉ 
 

・冷凍⾷材の寄贈が 2021 年同時期は⾷⾁ 1 件（8
団体）の受け⼊れであったが、今年度は 4 件（60 団
体）と増加。ロジハブ整備で冷凍冷蔵庫の配備でき
た影響も⼤きい（福島）。 
・ネットワークと市役所で帳簿管理をしており、ロ
ジハブ拠点のストック容量も⼗分確保できている。
今後、北九州周辺地域への⽀援も視野に⼊れてお
り、ハブ拠点の機能強化について継続的に検討を進
めている。（北九州） 
・⼤阪市（中央区、東成区、旭区 2か所、平野区、
⻄淀川区）、堺市、⼋尾市に加えて新たに泉佐野市
がハブ拠点に登録した。タクシー会社（第⼀交通）
や運送会社（旭ロジ）に新たに配送活動を担っても
らえるようになった。（⼤阪） 

１ 

２−１．「こども⾷
堂等居場所」のこ
とを伝えてくれる
⼈・機関が増えて
いる 
 

①学校（教育委）
との連携体制の
有無 
②居場所につな
がった（居場所を
知った）経緯を調
査 
 

①学校と個別団体との連携促進をした
事例が⽣まれる 
②学校や友達の紹介、他機関の紹介など
繋がった経緯が多様である 
 

2023
年 2 ⽉ 
 

市広報誌で居場所特集を掲載するほか⼦どもの居
場所マップを学校に配布、児童館などへ啓⽰を依頼
しているほか、⺠⽣委員や貧困対策⽀援員、 
SSW などへの提供・活⽤してもらっている。⾷フ
ェスタに３⼈学校関係者の申し込みがあり、活動が
認知されている（那覇） 
・北九州…4 ⽉⼤阪⾷フェス、7 ⽉東京⾷フェス、
6 ⽉北海道ロジハブに関する会合、7 ⽉・9 ⽉熊本
県天草との会合、8 ⽉福岡県ネットワーク総会、9

３ 
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⽉沖縄（学⽣部会+⼦ども⾷堂及びネットワークと
の会合）、8 ⽉・9 ⽉希望のまちプロジェクト会合、
6 ⽉北九州市・孤独孤⽴連絡等協議会会合、4 ⽉〜
9 ⽉の毎⽉、九州沖縄こども⾷堂 ONETEAMネット
ワーク会合など合計 16回 
那覇…中間⽀援関係者・意⾒交換会への参加４回
（県⼦どもの居場所⽀援ネットワークの事業推進
検討会に委員で参加、県や中間⽀援団体が集う意⾒
交換会の開催参加 3回、こどものみらい応援プロジ
ェクトネットワーク会議への委員参加）、経済団体
による地域貢献を考えるプロジェクト会議への参
加 1回 
 

２−２．地域の商
店や住⺠が「こど
も⾷堂等居場所」
を理解し，協⼒的
になる 
 

「こども⾷堂等
居場所」と地域商
店、住⺠との連携
がうまくいった
エピソード 
 

サポートセンターの介⼊によって連携
が促進された事例が⽣まれる 
 

2023
年 2 ⽉ 
 

事後評価にて把握予定。 
 

２ 

３−１．「こども⾷
堂等居場所」が多
様な社会資源（商
店会や児童館，学

こども⾷堂を⽀
援するためにサ
ポートセンター

サポートセンター介⼊前と⽐べて社会
資源と繋がっていると実感する活動団
体が増えている 
 

2023
年 2 ⽉ 
 

福島ではこども⾷堂の認知度に課題を感じている
声が多かったため、チラシ作りの広報講座を外部講
師を招いて２回実施（9 ⽉福島市、郡⼭市野辺 15 団
体が参加） 

２ 
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校，学童，こどもク
ラブなど）とつな
がることができる 
 

がマッチングし
た社会資源の数 
 

サポートおおさかでは⼤阪市内の区域ネットワー
クと担い⼿養成講座や情報交換会の運営において
連携している。 
社会資源の接続に対するサポートセンターの⽀援
については各実⾏団体が事後評価で把握・評価を⾏
う予定。 
 

３−２．「こども⾷
堂等居場所」の活
動者が⼗分なスキ
ルを有し ている
（ここでのスキル
とは，こどもの話
に⽿を傾け る や
⾊々な気づきを得
られる，など様々） 
 

運営者が⼦ども
とコミュニケー
ションが取れて
いる 
 

研修に参加した担い⼿からのアンケー
トを通じ、⼦どもとのコミュニケーショ
ンに対する不安感が解消されていると
いう回答が得られる 
 

2023
年 2 ⽉ 
 

今年度実施した研修回数・参加団体数・テーマ： 
那覇…5/28 ⼦どもの居場所シンポジウム（会場 36
⼈、ZOOM52 ⼈）、5/29 居場所フェスタ（10 以上
の市町村から 109 ⼈）、居場所意⾒交換会・連絡会
３回、研修会４回（⾷品衛⽣管理研修、⼦どもの居
場所保険説明会、特性のある⼦とのかかわり⽅） 
北九州…衛⽣管理研修、⼦ども⾷堂運営者向け座談
会の開催。⾷フェスタは 2023 年 1 ⽉開催予定。 
ふくしま…定期学習会３回実施（5、8、9 ⽉） 
⼤阪…⾷フェスタ(４⽉)⼦どもとの関わりについ
て他団体と情報交換ができる交流プログラムを充
実。参加者 83 名。「こどもの居場所活動がおこなう
個別⽀援」をテーマに交流会を開催（6 ⽉、参加者
33 名）。 
 

３ 
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３−３．こども⾷
堂等居場所が⾷に
関⼼を持つ機会を
提供出来る様にな
る 
 

①サポートセン
ターが関与した
⾷育活動や調理
プログラムなど
の体験機会の提
供 
②好事例を他団
体に発信できて
いるか 
 

①サポーセンターが関与した⾷に関す
るプログラムの提供に関して運営者が
継続的に実施することができている 
②研修機会等で他団体に取り組み事例
を発信している 
 

2023
年 2 ⽉ 
 

① 他⺠間財団等からの助成を活⽤し、こども⾷堂
へ出張によるたこ焼き提供プログラムの実施
を昨年度に引き続き実施 2 回、約 90 ⼈参加。
今後調理実習プログラムの提供も計画中（⼤
阪）。親⼦収穫体験＆⾷育料理教室開催。料理教
室でこども達がつくったハンバーグをサロン
利⽤者のシニア、若者の皆さんと⼀緒に楽しく
⾷べる活動を通じて体験機会を提供している
（ふくしま） 

② ⾷育研修を開催（北九州） 

３ 

３−４．こども⾷
堂 等 居 場 所 が学
び・交流などの多
様な体験の場を提
供できるようにな
る 
 

①サポートセン
ターが関与した
学び・交流などの
体験機会の提供
数 
②好事例を他団
体に発信できて
いるか 
 

①サポーセンターが関与した学びや交
流に関するプログラムの提供に関して
運営者が継続的に実施することができ
ている 
②研修機会等で他団体に取り組み事例
を発信している 
 

2023
年 2 ⽉ 
 

① 学⽣部会による県外研修、⼦ども⾷堂運営者向
け座談会の開催（北九州）、外遊びやレクリエー
ションを得意とする団体とこども⾷堂とを繋
げる取り組み（ふくしま）、資⾦分配団体マッチ
ングによる飲⾷店のテイクアウト弁当提供、精
⾁提供等によって外⾷体験、ＢＢＱ体験などを
企画するきっかけを作ることができた。 

② ⾷フェスタ等でこども⾷堂の取り組み事例を
報告。 

３ 
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【⾮資⾦的⽀援】 
 

アウトプット 指標 ⽬標値 達成
時期 

現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

１−１. サポート
センターにこども
⾷堂等居場所の⽀
援に必要な機能が
備えられる 
 

実⾏団体と合
意したサポセ
ンの機能が必
要⼗分備わっ
ている 
 

資⾦分配団体が設置
する評価委員会で承
認される 
 

2022
年 12
⽉ 
 

中間評価の結果を踏まえて評価レポートをホームページに掲載。 
https://mow.jp/_userdata/pdf/01kodomoshokudo_hyoka.pdf 
22 年 6 ⽉評価委員会を開催し、事業の進捗状況、事業終了後の事業継続
に向けた取り組みについて報告した。また、8 ⽉にこども⾷堂等居場所団
体のニーズ調査として「⾷⽀援活動をめぐる中間⽀援の現状と課題に関す
る調査」を実施。758 件の回答があり、現在分析を⾏っている。また、農
⽔省や厚労省と事業の取り組み状況について情報交換を⾏っている。 
以上より、第三者機関からも事業進捗を把握してもらいながらサポートセ
ンターから必要な⽀援を⾏うことができているか確認をしている。 
 

２ 

１−２ . サポート
センターがこども
⾷堂等に有益な情
報を発信できるよ
うになる 
 

①サポートセ
ンターの情報
発信数やその
内容 
②地域のこど
も⾷堂等居場
所の認識 

サポートセンターが
⽀援している団体の
うち、約７割が有益な
情報を得ていると感
じている 
 

① ②
2022
年 2
⽉ 
 

実⾏団体に取りまとめを依頼し⼤阪・北九州市内のこども⾷堂へ王将フー
ドサービス様からの「お⼦様弁当」寄贈のマッチングを⾏った。また、令
和４年度厚⽣労働省補助事業「ひとり親家庭等⼦どもの⾷事等⽀援事業」
の中間⽀援法⼈としてサポートセンターを通じて補助事業案件を周知い
ただき、申請のサポートや推薦書の作成で連携を図っている。 
あんしん⼿帖に関しては今年度も追加でサポートセンターに送付してお
り、残部が少なくなってきたので増刷を予定している。そのほか、６⽉に

２ 
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 キユーピーみらいたまご財団と共催で開催している地域の居場所づくり
サミットに実⾏団体にもコーディネーターとして運営に関わっていただ
き、こども⾷堂団体や⽀援団体との情報交換、ノウハウ共有を連携して実
施した。 
また資⾦分配団体が実施した⾷フェスタ東京(2022,0724)や 推進委員会に
て、情報の共有と他地域からの参加団体とのネットワーク形成機会を提供
した。 
 
以上より、計画通り地域の⼦ども⾷堂等居場所への情報提供を⾏うことが
できていると考える。 

１−３ . サポート
センターが，こど
も ⾷ 堂 等 に 対 し
て，備えるべき知
識・技術について
学べる研修を実施
できるようになる 
 

①サポートセ
ンターの実施
した研修会の
回数と内容、
参加団体 
②地域のこど
も⾷堂等居場
所の認識 
 

①研修参加者（⽀援地
域の半数のこども⾷
堂が参加） 
②参加したこども⾷
堂の約７割が知識・技
術について学んだ、半
数がそれを実践して
いると回答 
 

① ②
2022
年 2
⽉ 
 

各サポセンで取り組んでいる⽴ち上げ講座や衛⽣講習会、⼦どもの特性を
理解するための研修、個別⽀援を⾏うこども⾷堂団体への研修の集約を⾏
うほか、当会で取り組んできたネットワーク形成を⽬的としたフェスタや
企業連携を促す学習会等のプログラムについて記録を残していく予定で
ある。 
資⾦分配団体が主催した⾷フェスタ東京（7/24）では、キユーピーみらい
たまご財団様に「安全・安⼼な⾷品の取扱いについて」講習いただいた。 
過年度コロナにより各地で⼗分に研修を開催することができていないが、
今年度は少しずつ研修要素を各地で盛り込んで取り組むことができてい
ると考える。 
各地のフェスタや推進会議等における事例発表機会と各種会議に参加す
ることで活動周知とネットワーク形成機会を確保した。 

３ 
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２−１.サポートセ
ンターの存在が広
く認知されるよう
になる 
 

①サポーセン
ターのＳＮＳ
のいいね数 
②サポーセン
ターの登録団
体数 
 

①１年⽬よりも増え
ている 
②初期値よりも増え
ている 
 

2023
年 2
⽉ 
 

22 年 4 ⽉⼤阪、５⽉沖縄で開催されたフェスタの運営に参画。企業⽀援
推進のセミナーではサポートセンターへの寄贈⽀援を⾏う企業へ資⾦分
配団体から登壇を依頼しマッチングを⾏った。ほか今年度下期開催予定の
⾷フェスタ開催の実⾏委員会に参画しプログラムづくりや登壇者につい
て助⾔を⾏っている。その他下記にて登壇し、サポートセンターについて
紹介を⾏った。 
・⾷品企業広報会（5 ⽉）講演 
・休眠預⾦活⽤事業こども⾷堂ラウンドテーブル（6 ⽉）登壇 
・物価⾼騰の中での期限内⾷品の在庫に関する意⾒交換会（9 ⽉ 29 ⽇） 

場 所：農林⽔産省本省第⼀特別会議室（web参加可） 
出席者：農林⽔産⼤⾂、⾷品製造流通事業者（８社）、フードバンク全国

団体等（４団体） 
・フードセーフティジャパン 2022（9 ⽉ 30 ⽇）にて、ロジハブとサポセ

ンの活動を参加企業約 50 社に報告。 
サポートセンターの登録団体数は今年度も増加しており、計画通り実施す
ることができている。 
 

１ 

２−２ . サポート
センターが連携す
べき資源（例えば、
地域の関連団体・
社協などキーにな

各サポセンが
作成・更新す
るエコマップ
の内容（点線） 
 

１年⽬よりもエコマ
ップに広がり・深化が
⾒られる(エコマップ
に位置づけられた資
源との関係性で判断) 
 

2023
年 2
⽉ 
 

「広がれ、こども⾷堂の輪！」推進会議を２回開催、サポートセンターに
も参加を促した。事例報告では、第 16回（5/26）公益財団法⼈ユニバー
サル志縁センター専務理事池本修悟⽒、NPO 法⼈ BONDプロジェクト代
表橘ジュン⽒、第 17回（8/19）特定⾮営利活動法⼈ U.grandma Japan 代
表理事松島陽⼦⽒、⼀般社団法⼈こどもキッチンブルービー代表理事松枝
清美⽒に事例報告をいただいた。9 ⽉には福岡で学習⽀援を⾏う団体と情

２ 
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る団体）を把握し
ている 
 

報交換を図る等、⾷を通じて⼥性⽀援や若者⽀援、学習⽀援とのつながり
が⽣まれている。 
以上より、計画通り実施することができている。 

３−１. ⾏政・企業
がこども⾷堂等の
意義を理解し、応
援したい、提供可
能な資源・⽀援メ
ニューが増える 
 

①SDGs 学習
セミナーへの
参加企業数 
②⽀援に繋が
っ た 企 業 の
数・⽀援内容 
 

①年度ごとに新規参
加する企業の数が１
０社 
②サポートセンター
への⽀援につながっ
た企業の数が３社 
 

2023
年 2
⽉ 
 

16 企業・団体から寄贈を受け、内 13 企業・団体とは定期的に寄贈いただ
ける関係性が構築されている。協賛企業 3 のほか、助成や⾦銭的な⽀援 2
社と各企業の得意をいかした連携が可能であることを⽰すことができた。
引き続き当会の HPへロゴを掲載する等、多くのナショナルメーカーにご
⽀援いただいていることを広報したことで、本事業の公益性が⾼いもので
あることを⽰し、結果実⾏団体の信⽤にも寄与することができた。 
また、企業向け学習会を２回開催。HP や過年度連携企業への広報のほか、
経団連にも周知協⼒いただいている。 
●第 13回（4/7） 参加者：30 名 
事例報告 
1. 株式会社北⽇本吉野家エリアマネジャー⼭本広樹様 
秋⽥たすけあいネットあゆむ理事⻑保坂ひろみ様 
2. 株式会社王将フードサービス総務部吉村優⼀様 
3. 公益財団法⼈キユーピーみらいたまご財団事務局⻑⻑⾕部敏朗様 
4. アサヒロジ株式会社事業統括本部輸送部納富健⼆様 
●第 14回（7/5） 参加者：31 名 
事例報告 
1. 公益財団法⼈キユーピーみらいたまご財団事務局⻑⻑⾕部敏朗様 
2.特定⾮営利活動法⼈ U.grandma Japan 代表理事松島陽⼦様 
 

１ 
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以上より、計画通り実施することができている。 
３−２ . ⽀援地域
の⾏政機関がこど
も⾷堂のニーズを
把握し、必要な⽀
援についてサポー
トセンターと協議
する場がある 
 

⽀援地域の⾏
政機関とこど
も⾷堂のニー
ズを把握し、
必要な⽀援に
ついて協議し
た数／年 
 

各サポートセンター
で年１回以上協議の
場を設けている 
 

2023
年 2
⽉ 
 

8 ⽉北九州市、⼤阪府、9 ⽉那覇市・沖縄県、10 ⽉福島県と意⾒交換の場
を設け、事業終了後の事業⽀援の可能性について協議し、要望を⾏った。 
各地で開催される⾷フェスタの実⾏委員会や登壇、運営にも関わっていた
だけるように依頼をしている。 
資⾦分配団体が計画している活動は予定通り⾏っているが、実際に次年度
以降の具体的な予算化等は実現（把握できていない）していない。 

３ 

３−３ . 企業など
の経済団体がサポ
ートセンターに資
⾦や⾷材を提供す
るようになる 
 

⾷材や⼈的資
源を提供した
企業の数、提
供⾷数 
 

各サポートセンター
に⽀援したことのあ
る企業のうち、１割が
継続的に何かしらの
⽀援を⾏っている 
 

2023
年 2
⽉ 
 

ミールズ・オンホイールズ ロジシステムの WEB システムにサポートセ
ンターでも登録をいただき、ナショナルメーカーからの寄贈のマッチング
を⾏っている。寄贈案件のうち、九州での寄贈を希望した企業に関して、
サポートセンター北九州と連携をして⽀援が実現。また、物流会社を⼤阪
での物流⽀援に試験的に導⼊するまでの協⼒を⾏った。24 時間テレビチ
ャリティー委員会からの⾷糧⽀援の仕組みづくりのためのインフラ整備
をマッチングした。今年度あんしん⼿帖を 200部程度サポートセンターへ
配布。王将フードサービス㈱やアサヒグループ⾷品からも継続的に⽀援を
受けており、サポートセンターへマッチングを⾏っている。 
以上資⾦分配団体が計画していた活動は⼗分に⾏われており、経済団体に
よるサポートセンターの⽀援実績に貢献している。 

２ 

＊進捗状況：1計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3計画より遅れている、4その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 

6.(任意)⾮資⾦的⽀援の活動に関する報告 
 

 
②  広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）：企業との打ち合わせ資料等に使⽤ 

2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
 家の光 ７⽉号掲載「わたしたちにできる“⾷の⽀援”」 

2.広報制作物等 
 

3.報告書等 
 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 


